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Hp≡h/hLJ｡,k≡L/JD6,e≡ 府 会,P≡ 仰 p,T≡LJ｡t,d(≡
､/砺dE,∩≡L,/L,0,r≡7/LJoandβ2≡A/ml2LJ.といったスケール変換を施し,式(4a),
式(4b)及び式(2)を無次元化した形に書き換える‥
hp- 芸p2･誓 e 4 -芸e 2･芸 (eh p e ) 一芸cos(ot)a, (5a)
k-謹(れ ip),
[瑚 - - ihp 榊 T+((kt)k一芸k tk率 †)(A)) [-



















d(a)-(i)dT･Jfl((vQ一 芸) ･iVQP)dC･C･C･], (6a)
d(i)- (-2r(Pト(恒 芸cos(oT)) dT
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舶)-一芸軸 )dt一三LtLl榊 十LIM E･2





































































































であ ることも 示すこと が できる.証明はシ ュ ワ ルツの不等式の証明の方法 と同じであ
る.式 (22C)を行列形式 で書くと次式のようになる:
Dfi-蕊 (△i,△f)(::: ::)(A;)=△TA△･
この とき行列Aは正値行列であることを示 す こと ができる .Aは実対称行 列なので固
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(n,ml(LL-)2Ln,m)- Tr (Im)(nlL2回(ml+Im)(mtL2-2回 (nlLln)(mIL)
- (nlL2ln)+(mIL2lm)-2(nlL回(mILlm)
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